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第４節 今後の課題 

 

附録 

資料１：わが国の法令における進化に関する学習内容 

資料２：分析した教科書一覧 

 

Ⅱ. 論文要旨 

序章 研究の目的と方法 

第１節 問題の所在と本研究の意義 

 進化は生物学において不可欠な概念であると同時に，生物教育においても不可欠な学習

内容であるとされている。しかしながら，わが国の生物教育において進化が必要不可欠な学

習内容として重視されてきたとは言い難い。その背景には，次の２点が関係していると考え

られる。１点目は，進化は生物学的な側面からは十分に強調されずにわが国に導入されてい

ったという歴史的背景である。２点目は，わが国の生物教育において，進化の重要性が議論

され，理解されてこなかった可能性があることである。これらのわが国における現状を踏ま

え，わが国の生物教育においてなぜ進化を扱わなければならないのか，どのように位置づけ

ていくべきかといった進化を教える意義と指導のあり方について考察する必要があると考

える。 

 本研究では，「進化」の用語を，生物の進化が生じている事実およびその科学的理論に言

及する場合に用いた（NAS & IOM, 2008）。一方で，「進化論」の用語を，特に「進化の要

因論」に言及する場合に用いた（八杉ら, 2009）。 

 本研究では，進化の指導は，進化を教えることそのものを指している。それと同時に，進

化の指導を２つの要素から捉えている。１つは，進化を教える意義であり，もう１つはその

意義の具体化である。進化を教える意義としては，進化を重視する理由と進化を扱う理由に

着目し，意義の具体化としては，教材における進化の扱いやその教材を用いた授業の実態に

着目している。 

 本研究では，進化を教える意義を考察する対象として，アメリカ合衆国（以降，アメリカ

とする）の Biological Sciences Curriculum Study（以降，BSCSとする）に着目している。

アメリカに着目する理由は，アメリカでは創造論者との進化の指導をめぐる論争の中で進

化を教える意義が議論され，主張されてきており，わが国の生物教育において進化を教える

意義を考えるうえで新たな視点を提供してくれると期待できると考えたからである。 

 1958 年の設立以来，BSCS は，ハイスクール（わが国の後期中等教育段階に相当）を主

な対象とした生物教育に関するプログラムを積極的に開発してきた組織である。BSCS に

着目する理由として次の３点が挙げられる。１点目の理由は，BSCSは設立以降アメリカの

科学教育および生物教育において重要な役割を担ってきた組織であり，現在に至るまで生

物教育において進化を重視してきたからである。２点目は，BSCSはプログラムの開発の全
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工程を手掛けており，生物教育において進化を教える意義とその意義の具体化を明らかに

するための適した分析対象になると考えたからである。３点目は，BSCSは進化の指導を明

確に主張してきたにもかかわらず，BSCS における進化の指導の特色が十分に明らかにさ

れていないからである。 

 本研究では，プログラムとカリキュラムを同義に扱い，プログラムを開発された生徒用と

教師用の教科書，教材，教具の総称とした。ただし，プログラムを分析する際に，プログラ

ムの主要な教材と考えられる生徒用の教科書に主に焦点を当てている。また，BSCSはプロ

グラム以外にも多くの単元やカリキュラム補助教材などを開発しており，これらを総称し

て補助教材とした。 

 

第２節 研究の目的 

 以上のことに鑑み，本研究では，BSCSを取り上げ，BSCSにおける進化の指導の特色を

明らかにすることが第１の目的である。そして，その結果とわが国における進化の指導に関

する歴史的な特色を総合的に分析し，わが国における進化の指導についての示唆を導出す

ることを第２の目的とした。 

 

第３節 研究の方法および構成 

 本研究の方法として，理論的研究と実証的研究としてのフィールドワークの両方のアプ

ローチを適用し，相互に補完した分析を行うことで研究の精緻化を図る。理論的研究では文

献の分析を行い，フィールドワークでは授業の観察と現在の BSCS 関係者および教師への

インタビュー調査を行う。 

 第１章では，先行研究をもとに，アメリカにおける進化教育の概要を示し，BSCSの位置

づけについて考察する。第２章から第４章にかけて，BSCSにおける進化を教える意義とそ

の意義の具体化を明らかにする。終章では，得られた結果から BSCS における進化の指導

の特色を考察する。次に，わが国における進化の指導の歴史的変遷について分析し，歴史的

に見たわが国における進化の指導の特色について考察する。最後に，これらの分析から得ら

れた知見を検討し，わが国における進化の指導への示唆について論考する。 

 

第１章 アメリカにおける進化教育と BSCSの位置づけ 

 本章では，先行研究に基づいて創造論者との進化の指導をめぐる論争の概要を述べ，各学

術団体の進化の指導に関する決議や声明を分析し，これらの論争の中で，どのようなことが

主張されてきたのかを明らかにした。そして，日本とアメリカにおける BSCS に対する評

価をもとに，アメリカの進化教育おける BSCSの位置づけについて考察した。 

 NCSE（2008a）が示した４つの時代区分に沿って，創造論者との進化の指導をめぐる論

争に関する先行研究をみていくと次のような論争の概要が指摘できる。1922 年頃から創造

論者による進化の指導を禁止する試みがはじまった。そして，それが裁判において違憲とさ



4 

  

れると，創造論者は進化の代替的な科学的理論として「創造科学」を提示し，それを公立学

校で進化と対等に指導するよう要求していった。その試みが裁判で違憲と判断されると，創

造論者は公立学校への「ID」の導入を試みた。その試みが違憲とされると，彼らは進化を過

小評価するようはたらきかける活動に焦点を絞っていった。 

 アメリカの各学術団体は，創造論者の進化の指導に対する活動を受けて，進化を教える意

義や進化の重要性，進化の科学的な正当性，進化の指導のあるべき方針，科学としての進化

と非科学としての創造論との区別，そして，創造論者との進化の指導をめぐる論争に対して

取るべき行動などをしたたかに主張し続けてきた。 

 設立以降，BSCSは重視されていなかった進化を大々的に取り上げ，アメリカの生物教育

における進化の扱いの向上に貢献してきたことが指摘されていた。 

 

第２章 BSCS の設立当初の議論にみられる進化を重視する理由とプログラムにおける具

体化の方針 

 本章では，BSCSの最初のプログラムに関わる設立当初の議事録等を分析し，設立当初の

議論にみられる進化を重視する理由と，その理由が BSCS の最初のプログラムにおいてど

のように具体化されていったのかについて考察した。設立当初の議論の結果，青版，黄版，

緑版と呼ばれるプログラムが開発されており，本研究では特に青版に着目している。 

 設立当初の議論においては，進化を重視する理由として，進化は他の生物学の主題を統合

するため，生物学の多くの問いに進化抜きでは答えられないため，進化が生物学の主要な概

念的枠組みとなっているため，といった理由がみられた。プログラムの学習内容における進

化の扱いについて，進化は，学習内容全体を統合する主題の主軸として重視された。青版の

教科書では，進化の考え方を早い段階で提示し，全体を通して随時提示していく方法が明ら

かとなった。 

 学習内容に関する議論の中で，科学の本質に関する学習内容の取り扱いも議論された。議

論の末，青版の教科書において，科学の本質ともいえる学習内容が重視されるに至った。 

 青版の教科書において，進化は科学の本質に関する内容と関連付けて扱われることとな

ったが，こうした背景には，当時の BSCSの認識と青版の開発責任者であったWelchの考

えが影響しているものと推測された。 

 

第３章 BSCSのプログラムにおいて進化が重視されてきた理由 

 本章では，プログラムの初版の教科書が出版されてから現在に至るまでの BSCS におけ

る進化および進化の指導に対する考えを明らかにし，第２章で得られた結果も踏まえて，

BSCSの設立当初からプログラムにおいて進化が重視されてきた理由について考察した。 

 設立当初から論じられてきた進化に対する考えからは，進化が生物学において中心的な

役割を果たすため，また，さまざまな生物を包括的に理解するための枠組みとなるために進

化が重視されていったと指摘できる。1990 年代後半以降論じられてきた進化に対する考え
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からは，進化に関する科学研究の発展やその応用が社会に多方面から貢献する可能性を秘

めているために，また，進化が社会的諸問題における科学的な背景の理解に必要であるため

に，進化が重視されていったと指摘できる。 

 1980 年代後半から論じられてきた進化の指導に対する考えからは，進化の指導が科学と

しての誠実さを保持することになるために進化が重視されていったと指摘できる。1990 年

代後半から論じられてきた進化の指導に対する考えからは，進化の指導が科学の本質を指

導するよい機会となり得るために進化が重視されていったと指摘できる。ただ，２点目に関

して言えば，この考えの萌芽は設立当初の議論にみることができる。 

 

第４章 BSCSのプログラムおよび補助教材における進化の扱い 

 本章では，BSCS のプログラムおよび補助教材における進化の扱いの特色と BSCS の教

科書を用いた授業の実態を明らかにした。 

 

 プログラムにおける進化の扱い 

 設立以来，BSCSのプログラムの概念的枠組みとして，統合主題や統合原理が示されてき

た。統合主題と統合原理における進化の扱いには，次の２点の共通する特色が見られた。１

点目は，BSCS が生物の理解には欠くことができない主題ないし原理の１つとして進化を

扱っている点である。２点目は，BSCSは，統合主題と統合原理をまとめる中心的な主題な

いし原理として進化を位置づけている点である。 

 本章では，青版の初版，第３版，第４版，第６版，第９版の教科書と，“BSCS Biology: A 

Human Approach”（以降，AHAとする）の第３版の教科書を対象に，教科書全体の学習内

容における進化の扱い，進化と科学の本質の扱い，進化と生物の多様性の扱い，進化と社会

との関わりに関する内容，に着目して分析を行った。 

 教科書全体の学習内容における進化の扱いについて次の２点が指摘できる。１点目は，進

化は教科書の序盤（序章や単元１など）において扱われてきたことである。また，この部分

において進化は科学の本質と関連付けて扱われてきた。２点目は，進化は教科書全体の学習

内容を通して，生物のさまざまな事物・現象そして生物学の他の領域と関連付けられながら

扱われていた点である。 

 進化と科学の本質の扱いについては，進化と科学の本質に関する学習内容は教科書の序

盤で扱われていた。具体的には，進化論の発展過程をもとに，科学的理論の本質が例証され

ていた。ここでの科学的理論の本質は，科学的知識は変化する可能性があることや，科学的

知識は実証的な証拠に基づいていなければならないことなどを示しており，科学の本質の

一側面として捉えることができる。 

 進化と生物の多様性の扱いについて，生物の多様性は分類と関連付けられ，生物の多様性

を理解するための分類の基盤となる考えとして進化が示されてきたことが明らかになった。 

 進化と社会との関わりに関する内容について，青版の初版から第４版の教科書では，自然
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選択による進化の実例として，抗生物質に耐性を持った細菌や殺虫剤に耐性を持った害虫

などの身近な問題が示されてきた。第６版の教科書において AIDS を題材として医療と進

化の関係に言及されるようになり，第９版と AHAの教科書では，さらに医療と進化との関

係が強調されていった。 

 

 補助教材における進化の扱い 

 進化と科学の本質に焦点を当てた補助教材と，進化と医療に焦点を当てた補助教材を分

析した。これらの補助教材における進化の扱いには，先に示したプログラムにおける進化の

扱いを踏襲している部分も見られるが，異なる部分も見られた。進化と科学の本質に焦点を

当てた補助教材では，これまでのプログラムと同様に，進化は科学の本質と関連付けて扱わ

れていた。異なる部分としては，進化と社会との関わりについて，進化が関わる社会的諸問

題の科学的背景を理解し，意思決定ができるようになることが論じられており，人間がどの

ように生物の進化に影響を与えているかという視点から多数の例を挙げて説明されていた

ことである。進化と医療に焦点を当てた補助教材では，共通の祖先の存在がどのように医療

に関わっているのか，進化論がどのように医療に応用されているのかといったことに重点

が置かれていた。これまでのプログラムで見られたような進化と科学の本質を関連付けた

内容は見られなかった。 

 

 BSCSの教科書を用いた授業の実態 

 授業を観察することができた A校では，AHAの第３版の教科書が用いられていた。教師

B へのインタビュー調査から，この教科書に基づいて A 校における生物学のカリキュラム

が組まれていることも明らかになった。また，教師 B はこの教科書に従って授業を構成し，

プログラムで示された教授方略を選択しつつも，生徒の状況に応じた教材の加除などによ

り，柔軟にこの教科書を活用していることがわかった。これらのことから，AHAの第３版

の教科書における進化の指導に対する BSCS の考えは，教科書およびそれを使用する教師

Bを通して，授業において具体化されていると考えられる。 

 

終章 研究の成果と今後の課題 

第１節 BSCSにおける進化の指導の特色 

 BSCS 設立当初から論じられてきた進化を重視する理由として，進化が生物学の中心的

な役割を果たしているという理由と，さまざまな生物の包括的な理解には進化が重要であ

るという理由があった。１つ目の理由について，BSCSは，プログラムの概念的枠組みの中

心に進化を位置づけ，教科書の学習内容全体を通して，様々な生物の事物・現象そして生物

学の他の領域と関連付けながら進化を扱うことで，この理由の具体化を図ってきたことが

明らかになった。２つ目の理由について，教科書の学習内容全体を通して様々な生物の事

物・現象と関連付けて扱うこと，そして，生物を捉える１つの観点として進化を扱うことで
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具体化を図ってきたことが指摘できる。 

 1980 年代後半から，進化の指導を重視する理由として，科学としての誠実さを保持する

ことが主張されてきた。この主張は，進化および進化の指導を重視する姿勢を明確に示し続

けてきた BSCSそのものに具体化を見ることができる。 

 1990 年代後半からは，進化は，社会への実用的価値を持つため，また，社会的諸問題の

科学的背景を理解させるために扱われることが論じられていった。BSCSは，教科書におい

て身近な問題を進化の実例として示すとともに，医療と進化の関係を論じることで具体化

を図っていたと考えられる。BSCSの補助教材では，進化が関わる社会的諸問題の科学的背

景を理解し，意思決定ができるようになることが主張され，2011 年には進化と医療を題材

とした補助教材が開発されている。教科書に加え，これらの補助教材を開発しながら，BSCS

は進化と社会との関わりを生徒に提示しようとしていると考えられる。 

 1990 年代後半からは，進化の指導が科学の本質を指導するよい機会となり得るという理

由も論じられてきた。この考えの萌芽は，設立当初の議論にみられた。そのため，青版の初

版の教科書では，進化は最初の単元で科学の本質と関連付けて扱われていた。そして，版を

重ねても，青版の教科書にこのような扱いは受け継がれていき，新たなプログラムの教科書

でも同様な扱いが見られた。教科書以外にも，BSCSは，進化と科学の本質を題材とした補

助教材も開発してきた。 

 以上のように，BSCS は進化を教える意義を自らの手でプログラムや補助教材で具体化

してきたことが明らかになった。本研究では１校でしか授業の観察や教師へのインタビュ

ー調査ができなかったが，それらの結果からは，BSCSが自身のプログラムにおいて具体化

した進化の指導は，教師の手によって日々の授業において実施されていることが示唆され

た。 

 

第２節 日本における進化の指導の歴史的変遷 

 本節では，進化が旧制中学校（現在の高等学校に相当する）の教科書に導入されたとされ

る 1893（明治 26）年から現在にかけての，わが国における進化の指導の歴史的変遷につい

て明らかにした。まず，理科の学習内容を規定してきた法令や『高等学校学習指導要領解説 

理科編』等の『解説』，各法令に準拠した教科書を分析した。次に，第二次世界大戦以降の

生物教育における進化の扱いに対する生物学者や理科教育研究者そして理科教師の見解を

整理した。 

 進化が教科書に導入されてから現在に至るまで，進化は旧制中学校や高等学校の学習内

容として扱われてきた。ただ，わが国の法令やその『解説』では，進化を扱う理由やその方

法は明記されてこなかった。そのために，それらの考えに基づいた，伝統的な進化の扱いに

ついて明らかにすることはできなかった。その一方で，科目あるいは教科書での扱いについ

て，現在に至るまで受け継がれてきたいくつかの傾向が見られた。１点目は，進化は，発展

的な内容を扱う選択科目で扱われたり，科目内の学習内容の終盤に扱われたりすることで
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ある。２点目は，進化と分類とを関連付けて扱われることである。 

 第二次世界大戦以降では，生物学者や理科教育研究者そして理科教師は，生物教育におけ

る進化の扱いに対する問題や，進化の指導に関わる問題を述べてきた。また，問題点を指摘

するだけでなく，生物教育においてどのように進化を扱い，指導していくかに対する提案も

してきた。それに加え，まとまった形ではないにせよ，進化に関する教材や教授方略に関す

る研究などには，進化を教える意義を見出すことができた。 

 

第３節 わが国における進化の指導への示唆 

 本研究では，本研究の成果を基に，日本とアメリカの進化の指導が置かれている文脈の違

いを考慮しつつ，以下の３点のわが国における進化の指導への示唆を導出した。 

 

 進化を教える意義とその意義の具体化の方法を明確に示す。 

 わが国では，法令を制定する側と法令の理念を具体化する側は異なっており，検定制度や

「学習指導要領」の『解説』があるとはいえ，法令の中で示された理念を完全に教科書に具

体化することは難しい。だからこそ，わが国において，進化を教える意義とその意義の具体

化の方法を示していくことが重要であると考える。進化を教える意義を「学習指導要領」や

その『解説』で明確に示すとともに，その意義を教科書執筆者や出版会社だけでなく，授業

を行う理科教師も含めて共有することが重要であると考える。そうすることで，進化を教え

る意義とその意義の具体化が一貫した進化の指導が可能になると考える。 

 

 進化は生物学の中心であり，また生物を包括的に理解する観点として重要であるとい

う進化を教える意義のもと，高等学校の生物科目の教科書の学習内容を通して進化を

扱う。 

 わが国において，進化は学習内容として扱われてきてはいるが，それは一部の生徒が履修

する科目の中の，しかも最後の単元で扱われたりしてきた。わが国の生物学者や理科教育研

究者そして理科教師による進化の扱いに関する見解においては，進化を早い段階から多く

の生徒に教えること，学習内容全体を通して進化を教えること，学習内容を進化によって統

合すること，などが主張されていた。これらのことを勘案し，進化は生物学の中心であり，

また生物を包括的に理解する観点として重要であるという進化を教える意義のもと，教科

書の学習内容を通して進化を扱っていく方法を挙げることができる。これは，まさに，BSCS

における進化の指導の特色であり，この特色は，第二次世界大戦後のわが国の生物学者や理

科教育研究者そして理科教師によってなされてきた主張と軌を一にしていると考える。 

 

 科学の本質の理解の促進を進化の指導を通して図る。 

 近年のわが国では，すべての日本人を対象とした科学技術リテラシーの育成が目指され

ている（北原ら, 2008）。科学的リテラシーの育成には，科学の本質の理解が重要であるこ
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とが指摘されている（Flick & Lederman, 2006）。科学の本質に対する生徒の理解の向上に

比較的効果があるとされる方法の１つに，科学の本質の理解の促進を明確に意図して学習

を展開していく方法が指摘されている（Lederman, 2006）。わが国における生徒の科学の本

質の理解の促進を考えた場合，進化を題材に科学の本質を扱うことができると考える。進化

の理解だけでなく，科学の本質の理解を目標の１つとして掲げ，進化と科学の本質，特に科

学的理論の本質を関連付けて学習を進めていくことが可能であると考える。 
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